
No.２９６７改
陽光の伊豆はやっぱり富士展望の山
金 冠 山 ・ 達 磨 山
実施日 ２０２０年２月２３日(日)
天 候 晴れ
リーダー 涌井 良明
参加者 涌井良明､服部美千代､渋谷京

子､遠井謙策､峯川弘子 計５名
費 用 JR4,620円(東京起算運賃)･伊豆

箱根駿豆線1,040円･ 1,580円
タイム 修善寺駅(9:08∼20 30)戸田峠(9:5

5∼10:02)金冠山(10:20∼25)戸田峠
(10:36∼40)小達磨山(10:23)達磨山
(11:50∼55)昼食休憩(12:10∼30)伽
藍山三角点(14:40)船原峠(14:10)大
曲茶屋BS300㍍手前(14:43 )修善
寺駅(15:13∼27 )三島(16:02)

今日は223で富士山の日に制定され
ているそうだが､往復の車内からはも
とよりコース中も吹き荒れる強風の助
けで？それは見事な姿を終始眺めなが
らの歩行となった。強風に悩まされた
ものの富士山の日の良いイベントにな

ったカナ？！
青い空が広が
る戸田峠ＢＳ
からは対面の
トンネル脇か
ら舗装の登山
者と直下短い
急 登 で 金 冠

山､風ツヨ！
強風で稜線から吹き上げる雪煙もハ

ッキリ見せているそれは見事としか言
い様もないFujiの姿を拝む。
戸田峠に戻り､伊豆山稜トレイルと

なっている達磨山への道に進む。右海
側からの容赦なく吹き付ける冷たーい
風を受ける、但し稜線トレイルの本領
発揮ですこぶる眺望の良い道だ。振り
返ればドーンと富士、遥か下方に戸田
の町と港と駿河湾が広がっている。
一登りで名前

通りの小ピーク
の小達磨山、下
って正面に見え
る笹原の山腹に
切り開かれた登
山道に向かう、
一旦西伊豆スカ

イライン(車道)に出てから登りになる
が、この達磨山への登りが今日最も強い
風を受けの歩きになる、油断すると風に
振られそうである。風にあおられながら
辿り着いた達磨山はそれは見事な展望台
の山頂なのだが
･･･？その通り
今日は長居は出
来ない､機会が
あればまたノン
ビリと眺望を楽
しみたいと思わ
せる頂だった。
ここまで人も

多かったが、この先へは我々だけの様だ
った。(長いし車道も多いし)
割と急な道を下って、背丈のある笹道

の途中で風を避けて昼食にした。もうしば
らく我慢できれば
それなりの場所も
あったが､何せ昼
時だったので､ま
っイイカ！
再び車道経てな
だらかな道そし
てまた車道にな

って暫くで僅か低くなった車道脇に伽藍
山の導標が､ナゼ？？！
ここから登山道になり僅か５0～６0㍍

進み右に獣道様の踏跡をかき分けると伽藍
山の三角点があった。こぶし会も三角点探
し好きだねー！
戻って下り道

から車道歩きに
なり､二度ほどシ
ョートカットを
交えて船原峠、
車道が入り組ん
で さ あ ど っ
ち？！車道歩きも方角確認は大事だ！
県道(411)の車道を下るが、バイクロー

リングの人気コースなのか？かっこつけて
カーブをに突っ込むバイクが多い、国道
136に合流してBSまで300㍍程手前で
神対応の に (この路線はBSのみで乗降可)
乗れて修善寺駅へ、ラッキー。
終盤は風も大分収まって223記念日

に相応しい山行はお開きになった。
オ ツ カ レ サ マ！
久し振りに山で冷たい風に吹かれた

が、やっぱり穏やかな山がイイナ！
（記＆写真・涌井 良明）


